第1号様式(第5条関係)

就学援助申請書兼世帯票
令和　　年　　月　　日
　さつま町教育委員会　　様
申請者(保護者)住所　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                    氏名　　　　　　　　　　  　　　　　  　　電話　　　　　　　　　　　　　　　　  
　私は，下記の同意事項を承諾したうえで就学援助費の支給を受けたく申請いたします。

（同意事項）

　　就学援助費の認定に必要な申請者及び世帯員に関する課税情報をさつま町教育委員会が調査・閲覧すること及び審査結果について，学校へ情報提供することに同意します。
	申請児童生徒
	氏名
	生年月日
	続柄
	学校名
	学年
	教育扶助受給の
有無

	
	
	年　月　日
	
	小・中学校
	年　
	有　・　無

	
	
	年　月　日
	
	
	年　
	有　・　無

	
	
	年　月　日
	
	
	年　
	有　・　無

	世帯の状況

（生計を同じくしている家族全員）
	続柄
	氏名
	性別
	生年月日
	職業(勤務先)
・学校名学年等
	病気・療養の有無，期間等

	
	世帯主
	
	
	年　月　日
	
	

	
	
	
	
	年　月　日
	
	

	
	
	
	
	年　月　日
	
	

	
	
	
	
	年　月　日
	
	　

	
	
	
	　
	年　月　日
	　
	　

	
	
	
	　
	年　月　日
	　
	　

	
	
	
	　
	年　月　日
	　
	　

	居宅の状況
	１．持家
２．借家・借間(契約先：　　　　　　　　　月額家賃：　　　　　　　　円)

	申請理由
（該当するものに○をつけてください。）
	１．生活保護を受けている。２．生活保護が停止又は廃止された。
３．個人事業税又は固定資産税が減免された。４．市町村民税が非課税又は減免された。
５．国民年金保険料が減免又は国民健康保険税が減免もしくは徴収猶予された。
６．児童扶養手当が支給された。　７．生活福祉資金の貸付けを受けた。
８．職業安定所登録日雇労働者である。

	
	９．その他（上記８項目に該当しない場合，具体的に理由を記入してください。




※　保護者とは「親権者」，「未成年後見人」となります。
※　教育扶助受給とは，生活保護受給世帯で「教育扶助」を受けている世帯のことです。
[image: image1.emf] 

第1号様式(第5条関係)

就学援助申請書兼世帯票
令和３年●月●●日
　さつま町教育委員会　　様
申請者(保護者)住所　さつま町宮之城屋地▲▲番地▲　　
                                                    氏名　さつま　太郎　　　  　　　　　  　　　電話　■■‐■■■■－■■　　　　　  
　私は，下記の同意事項を承諾したうえで就学援助費の支給を受けたく申請いたします。

（同意事項）

　　就学援助の認定に必要な申請者及び世帯員に関する課税情報をさつま町教育委員会が調査・閲覧すること及び審査結果について，学校へ情報提供することに同意します。
	申請児童生徒
	氏名
	生年月日
	続柄
	学校名
	学年
	教育扶助受給の
有無

	
	さつま　一郎
	平成●●年●月●日
	子
	●●

小・中学校
	２年
	有　・　無

	
	さつま　さくら
	平成●●年●月●日
	子
	
	４年
	有　・　無

	
	
	年　月　日
	
	
	年
	有　・　無

	世帯の状況

（生計を同じくしている家族全員）
	続柄
	氏名
	性別
	生年月日
	職業(勤務先)
・学校名学年等
	病気・療養の有無，期間等

	
	世帯主
	　さつま　太郎
	男
	平成●●年●月●日
	▲▲会社
	

	
	　妻
	　さつま　花子
	女
	平成●●年●月●日
	■■会社
	

	
	　子
	さつま　一郎
	男
	平成●●年●月●日
	●●小学校　●年
	

	
	　子
	さつま　さくら
	女
	平成●●年●月●日
	●●小学校　●年
	　

	
	　
	　
	　
	年　月　日
	　
	　

	
	　
	　
	　
	年　月　日
	　
	　

	
	　
	　
	　
	年　月　日
	　
	　

	居宅の状況
	１．持家
２．借家・借間(契約先：◆◆不動産　　　　　　　　月額家賃：35,000円)

	申請理由
（該当するものに○をつけてください。）
	１．生活保護を受けている。２．生活保護が停止又は廃止された。
３．個人事業税又は固定資産税が減免された。４．市町村民税が非課税又は減免された。
５．国民年金保険料が減免又は国民健康保険税が減免もしくは徴収猶予された。
６．児童扶養手当が支給された。　７．生活福祉資金の貸付けを受けた。
８．職業安定所登録日雇労働者である。

	
	９．その他（上記８項目に該当しない場合，具体的に理由を記入してください。

・父親が長期療養中で働けず，母親一人の収入であるため。

・パート収入で月額〇〇〇円で生活が厳しく，就学するための援助を希望する。など


※　保護者とは「親権者」，「未成年後見人」となります。
※　教育扶助受給とは，生活保護受給世帯で「教育扶助」を受けている世帯のことです。
記　入　例
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